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(8月上旬号)

な
ま

み
ず

生
水
は
あ
ぶ
な
い

下
痢
し
た
ら
す
ぐ
医
川
ヘ

豪
雨
後
は
必
ず
伝
染
病
が
流
行
し
一
飲
み
物
に
注
恕
す
る
ζ
と。

ま
す
の
で
特
に
次
の
と
と
に
注
意

一
ム
井
戸
は
カ
ル
キ
(附
粉
)
で
消

し
て
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
一
毒
し
て
か
ら
伊
刑
す
る
と
と
。

ム
井
戸
水
は
.
特
に
伝
染
病
発
生

一

(
カ
ル
キ
の
必
要
な
方
は
保
険

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

一
衛
生
課
に
申
出
れ
ば
無
料
で
頒

生
水
(
な
ま
み
ず
)
は
絶
対
飲
一

布
し
ま
す
。

)

ま
な
い
ζ
と
。
そ
の
他
食
べ
物
~
ム
便
所
と
そ
の
周
辺
、
台
所
な
ど
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-b

・
舞見お「

り
ふ
H
N

、
じ
市
民
の
皆
さ
ん
患
い

て
が
け
な
い
水
害
で
、

引
い

さ

ぞ
と
心
痛
の
乙
と

h
U

と
心
か
ら
お
見
舞
申

剣
グ
上
げ
ま
す
と
と
も
に

日
夜
災
害
復
旧
に
最
大
の
ど
努

力
を
払
っ
て
お
ら
れ
る
と
と
に

対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
は
早
速
そ
の
対
策
に
狂
奔
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
市

内
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し

直
を
L
上
京
、
国
会
関
係
や
、

各
本
省
、
そ
の
他
関
係
方
面
に

と
の
状
況
を
く
わ
し
く
報
告
す

る
と
と
も
に
、
対
策
復
旧
に
万

全
の
措
置
を
と
っ
て
も
ら

V2ι

う
強
く
要
望
し
、
最
大
の
お
願

臨
む
町
時
U
ド

じ

め

、

一

躍

災

証

明

の

手

数

料

免

除

関
係
万
面
で
も
直
ち
に
対
策
を
一乙
ん
ど
の
水
害
で
栂
災
証
明
書
の
一
は
民
生
委
員
の
証
明
を
受
け
た
分

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
速
や
か
一
必
要
な
方
は
地
区
の
町
総
代
ま
た
一

(市
へ
保
管
す
る
分
)一

部
と
必

|

劇

見

劃

川

町

和

船

釦

|

|

一

建

設

な

暴

へ
提

巾

訪

は

八

月

二

十

日

ま

で

一
な
お
証
明
手
数
料
は
免
除
し
ま

一

す

。

(

市
民
課
)

今
一
次
水
害
に
よ
り
、
回
定
資
産

(
一
実
情
を
調
査
し
た
上
減
免
な
ど
の一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
)
そ
の
一
取
扱
い
を
決
定
し
て
ど
通
知
い
た
一

他
に
著
し
い
災
害
を
受
付
、
市
税

τま
す

。

一

引

揚

者

給

付

金

の
納
付
に
つ
い
て
お
困
リ
の
万
は
一な
お
詳
し
い
と
と
は
税
務
課
ま
た一

被
害
程
度
に
応
じ
、
納
期
限
の
延
一
は
出
禁
ヘ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
一
説

明

会

ま

隆

明

長
、
徴
牧
猶
予
、
ま
た
は
滅
免
の
一
ぃ
。
(
税
務
課
)
一
請
求

安

付

i
E

取
扱
い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
市
寸
l
i
-
-
I
ll
i
-
-
ー

一
さ
き
に
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

役
所
税
務
課
ま
た
は
出
張
所
ヘ
申
一

市

鯨

民

税

の

納

期

限

U

一た

「引
揚
者
給
付
金
」
の
請
求
手

レ

出

て

く

だ

さ

い

。

一

は

八

月

+

日

に

延

長

一
義
明
会
お
よ
び
請
求
の
受
付
は

申

請

し

よ

う

と

す

る

万

は

所

定

一

一

当

分

延

期
し
ま
すす。

の
申
請
書

(市
役
所
税
務
課
お
一
市
県
民
税
第
一
期
分
の
納
期
限
(
一
開
催
日
決
定
次
第
あ
ら
た
め
て
お

んよび
出
張
所
に
備
え
つ
け
て
あ
一
七
月
三
十
一
日
)
を
八
月
十
日
ま
一
担
宰
し
ま
す
。

り
ま
す
)
を
来
た
る
八
月
二
十

一

で

に

延

長

し

ま

す

。

一

(

福

松

事

務

所

)

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
一
お
忘
れ
な
く
納
め
て
く
い
一さ
い
。一

申

請

書

の

提

出

が

あ

る

と

直

ち

に

一

(

税

務

餌

)

一

…談

一

一
長

一

一
市

一

遭
難
の
方
々
仁
心
か
ら
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

中
央
・
最
大
の
努
力
を
約
す

り

に
復
興
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ

る
努
力
を
傾
注
す
る
と
い
う
と

と
で
あ
り
ま
し
た
。

途
中
日
赤
島
津
社
長
に
も
会
い

ま
し
た
が
、
各
方
面
か
ら
の
救

援
金
品
も
続
々
集
っ
て
い
る
の

で
、
救
援
物
資
と
し
て
金
品
、

毛
布
そ
の
他
急
送
す
る
と
い
う

と
と
で
あ
り
ま
し
た
。

市
長
と
し
て
も
対
策
、
復
旧
に

精
根
を
傾
け
て
尽
力
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
、
乙
の
災
害
に
め
げ
ず

一

日
も
早
く
復
興
す
る
乙
と
を
期

し
て
一
周
遁
進
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
時
節
柄
健
康
に
は

十
分
注
意
し
て
、
働
い
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

な
お
こ
の
大
水
害
で
二
十
一
名

(う
ち
二
名
は
課
事
市
で
死
亡
)

の
方
々
が
水
の
蛾
牲
者
と
な
ら

れ
ま
し
た
乙
と
に
対
し
ま
し
て

は
ま
乙
と
に
お
気
の
毒
な
次
第

で
あ
り
ま
し
て
、
心
か
ら
お
悔

み
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
今
度
の
災
害
に
あ
た

り
陸
海
両
自
衛
隊
、
学
校
生
徒

そ
の
他
の
皆
様
方
が
熱
烈
な
る

ど
救
設
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

と
に
対
し
市
民
の
皆
様
と
共
に

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

よだ政市村大昭和 32年 8月5日(ー)

こ
こ
を
綴
じ
て
保
存
し
て
〈
行

3
h

は
念
入
り
に
ク
レ
ゾ
ー
ル
、
そ

の
他
の
薬
品
で
消
聾
し
て
く
だ

さ
い。

ム
食
事
の
前
、
用
便
控
必
ず
手

を
洗
う
ζ
と。

一
住
宅
金
融
公
庫
で
は
災
害
復
興
住

ム
少
し
で
も
下
痢
し
た
り
、
か
ら
一
宅
建
設
お
よ
び
補
修
の
資
金
を
貸

だ
の
工
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
す
一
付
け
ま
す
。

ぐ
医
師
に
鯵
て
も
ら
っ
て
く
だ
一
惜
受
希
望
の
万
は
建
設
課
へ
ど
相

き
い
。

(保
険
衛
生
課
)
一
教
く
だ
さ
い
。

(態
設
課
)

農

作

物

の

対

策

病
虫
害
発
生
に
注
意

朝 9時倣最多j

水

稲

①
埋
没
回
は
で
き
る

だ
け
宇
治
に
土
砂
を
取
り
除
く

と
と
。

②
倒
伏
し
た
楠
は
そ
の
ま
ま
立

て
る
と
と
。

③
繋
が
折
れ
て
い
て
も
捜
が
つ

い
て
い
予
と
問
復
す
る
の
で
、

葉
を
切
り
捨
て
な
い
と
と
。

④
現
在
の
状
態
で
は
、
水
は
十

日
)
十
五
日
ぐ
ら
い
乾
い
て
も

心
配
な
い
。

⑤
洞
川
、
い
せ
き
を
早
急
に
補

修
し
て
、
溜
水
の
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
乙
と
。

⑤
水
害
後
は
イ
モ
チ
柄
、
白
斑

枯
病
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
銅
水
銀
剤
千
倍
減
、
紋
柏

予
防
ツ
ウ
ゼ
ツ
ト
二
千
倍
液
を

散
布
す
る
乙
と。

⑦
埋
没
し
た
と
こ
ろ
で
生
育
不

能
地
に
は
、
代
作
で
き
る
よ
う

26日(7月惨状恥
一
商
工
実
務
一講
座

二
N
H
K
第
二
放
迭
で

s一
N
H
K
(日
本
放
送
協
会
)
で

ホ

一
は
「
新
し
い
経
営
-
f
話
質
管
理
」

鈴
一
に
つ
い
て
の
次
の
日
程
で
放
送
講

一
一
一
一
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
の
で
商
工

ま
一
関
市
者
は
振
っ
て
お
聴
き
く
だ
さ

真
一
ム
七
月
十
五
日

t八
月
三
十
日
、

篤
一

毎
週
月

t金
晴
、

，

.
ム
第
二
放
送
午
後
六
時
二
十
五

分

t
六
時
四
十
分

ム
講
座
の
内
容

①
品
質
と
経
営

②

原
材
料
の
品
質
管
理

③

工
程
の
管
理
と
品
質
保
証

④

設
備
の
管
理

⑤
品
質
管
理
の
す
す
め
方

(商
工
水
産
標
)

抑
制
そ
菜

①
土
砂
の
除
却。

②
薬
剤
散
布
、
銅
水
銀
剤、

ダ

ィ
セ
ン
の
散
布
。

③
見
込
み
の
な
い
も
の
は
除
却

し
跡
作
の
湘
備
。
一
ム
西
三
城
町
一
コ
ア
一
久
田
と
し

一ム
卒
小
川
郷
一
二

O
七
岩
永
ハ
ル

苗

床

の

も
の

一え

(
お
)
、
み
よ
子

(日
)
、
一
ヱ
(
臼
)

(
同
)

①
定
楕
期
に
達
し
た
カ
ン
ラ
ン

一陸
徳

(6
)
、
み
え
子

(8
)
一11
1
1
1
1
1
1
1
-ー

な
ど
は
諜
剤
散
布
、
並
び
に
回
一
ム
西
三
城
町
三
一
プ
一
素
子
(
一

喜

活

斗

〈

〓

患
を
施
し
元
奪
取
り
も
ど
一
号
、

洋
子

(7
)
、
ぬ
り
子

一

}
;
N
1
1
1

し
て
か
ら
移
植
す
る
。
一

(4
)
、

堅

(
3
)

一
便

宜

は

か

る

②
発
芽
中
の
も
の
」
時
付
当
時
一

ム
柴
田
松
尾
秀
人

(臼
)

一

一

の
も
の
は
、

一
時
換
え
を
要
す
。

一ム
中
里
郷
岸
高
林
間
ひ
と
み

(一

と
の
災
害
で
聞
報
国
語
と
も
徹
底

(艇
林
諜
)

一
5
)

一的
に
限
撤
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
に

1
1
1
1
11
J

引
っ
一

ム
九
電
社
宅
春
日
寮
小
林
俄
三
郎
一大
変
ど
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

(代

在

、

驚

襲

、

野

菜

百

合

仁

口

日

覆

土

谷

)

一

電

報
筒
話
局
で
は
た
だ
ち
に
復
旧

白
菜
、
そ
ば
、
あ
わ
、
誌
な

一飼

料

ま

条

委

坊

主

会

議

川

添

っ

か

(
日
)
一

に
立
上
が
り
、
福
岡
、
佐
賀
か
ら

ど
)

一

t

J-

一ム

o
四
六
ノ
一
山
本
も
と

(臼
〉
一
の
庭
菜
も
到
着
し
、
数
日
後
に

甘

藷

①
迫
肥

(硫
安
二
賢
一水
害
に
よ
る
商
舎
の
被
害
相
当
一
合
岳
郷
四
九
四
後
藤
ふ
で
(
お

一は
間
報
包
括
と
も
仮
復
旧
し
ま
し

一
あ
り
、
家
畜
の
管
却
も
お
ろ
そ
か
一
)
、
れ
つ
(
初
)
、
と
し
え

(
一
た
。

位
)
冷
行
い
、
土
寄
せ
を
す
る

τな
り
、
体
力
が
弱
っ
て
い
ま
す
一
口
て
ま
ち
子

(4
)
、

利

一し
か
し
今
な
お
各
地
か
ら
の
情
報

と
と
昭

一

畜

舎

に

日

覆
な
ど
の
な
い
と
こ
ろ
一
雄

〔
叩

)

言

語

が

殺

到

し

皆

様

に

ど

迷

惑

を

②
埋
没
し
て
い
る
甘
語
は
早
一
品
種
を
っ
そ
、
飼
料
は
栄
養
一
ム
竹
松
宮
小
路
酒
井
サ
ダ
(
臼
一
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
と
れ

生

(
紅
平
貴
、
宮
崎
赤
)
の
又
一
，
v

tv

一

一

f
一
の
あ
る
も
の
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
一

)

一

も
作
業
員
を
増
や
し
て
総
力
を
あ

叫
が
あ
れ
ば
挿
し
か
え
る
こ
一
牛
舎
の
排
水
を
号
し
て
、
昼
間
一
ム
畝
島
郷
本
小
路
一
二
六
の
四
一
げ
て
、
通
信
の
円
滑
化
に
努
力
を

一
は
乾
燥
し
た
と
と
ろ
に
つ
な
い
で

一
中
尾
一
好
(
初
)

(
諌
早
市
で

一
つ
く
し
て
お
り
ま
す
。

③
本
田
の
甘
輯
を
代
作
と
し
て

一

く

だ

さ

い

。

(

農

林

課

)

一

号

一

ま

た
電
話
料
そ
の
他
に
つ
い
て

停
つ
場
合
は
、
一
ニ
尺
以
上
伸
ん
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ト
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
一

一

一

も

、

で

き

得

る

限

り

皆

様

の

ど

町
内
九
吋
間
以
マ
一尺一

八
月
十
五
日
J

ま
で
に
延
期

一
ヨ
尚
弥
呼
ね
竹
内
り

そ

楽

一

基

本

選

挙

人

名

簿

の

登

録

資

格

者

調

査

一
の
折
に
大
村
電
報
電
話
局
へ
お

瓜

類

(
西
瓜
、
胡
瓜
、
ト
マ
一
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
一
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

ト
)

一基
本
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格
者
一

(選
挙
管
理
委
員
会
)

一

(

大

村
電
報
電
話
局
)

①
見
込
み
の
あ
る
も
の
は
銅
水
弱
音
、
七
月
二
十
五
日
現
在
で
一

l
i
l
t
i
i
i
j
t
it
i
-
-

錦
町
山
路
持
M
f
ち
一
当
時
計
錦
町
長
ふ
一
水
害
見
舞
金
日
間
一
寸
践
に
諮
問
問
躍

に
引
抜
き
、
跡
作

(馬
鈴
薯
、

一
せ
し
ま
し
た
が
、
蓄
の
た
め
八
一

七
月
三

十

一

日

室

長

略

)
一
団
長
賞
文
吉
ム
五
千
五
百
八
十
五

倍
幌
医
得
尉
層
型

r一幹斜地時
間
仁
川
一
一
時
間
龍
一
一

b

S

〉

三

民

4
T
E
5

一タ
l
ポ
1
ト
競
走
会
ム
一
ニ
古
川
一
野
望
一
郎
(
辻
田
町
)
会
一
十
万

か

…

戸

籍

の

手

数

料

改

正

一
崎
正
作

(上
小
路
)
ム
万
円
自
一円
長
崎
市
長
ム
二
万
円
大
牟
田
市

日
一

一
民
党
本
部
ム
二
千
円
日
東
商
会
(
妄

ム
一
万
円
祖
仙
堂

謄
抄
本
な

r四
十

四

代

一

長

崎

市

)
ム
一
万
円
松
尾
精
霊
一
な
お
、
思

議

庖

三

郎

氏

(辻

8
一

一

K
(唐
津
市
)
ム
千
円
江
口
俊
男
一
田
汀
)
は
亡
妻
の
干
三
回
忌
ぞ
と

八
月
一
日
か
ら
戸
籍
関
係
の
手
数
一

ム
届
撃
も
し
く
は
申
請
の
受
珂
統
一
(久
原
住
宅
)
ム
木
箱
三
箱
彼
杵
一
日

一

一

一

り

や

め

水

害

見

舞

金

に

二

千

円

を

料
が
一
部
改
正

(昭
和
三
十
二
年
一
明
書
ま
た
は
書
類
に
記
載
し
た
一
町
婦
人
会
ム
ソ
ー
セ
ー
ジ
十
箱
側
一
・
サ
。

七
月
二
十
二
日
付
政
令
第
二
百
号
一
事
項
の
証
明
;
・

一
件
、
四
十
円
一
話
十
箱
畏
崎
日
日
新
聞
社
ム
二
万
一
1|川
I
l
l
i
-
-
l
i
l
--

法
務
省
令
第
一
二
十
二
号
一
品
手
数一

ム
身
分
登
記
簿
の
閲
覧

一
回
、

一
円
川
棚
町
長
ム
八
千
百
円
大
村
入
一
紘
一
概
用
揚
水

ポ

ン
プ
・

料
令
の
改
正
に
よ
る
)
さ
れ
ま
す
一
四
十
円

一
国
者
牧
容
所
収
容
者
一
同
ム
一
万
一ー

、1

ム
戸
籍
簿
、
除
籍
錨
一
周
害
そ
の
他
一
ム
身
分
登
記
簿
の
謄

(
が
)
本
一
円
消
防
庁

(消
防
総
獄
篠
田
信
男
一
発
動
機
を
貸
し
ま
す

害
類
の
閲
覧
;
・
-

回

、

四

十

円

一

一

枚

、

四

ナ

円

一

)
ム
一
万
円
丸
三
木
材
市
場
従
業
一
瀦
概
用
の
揚
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
発

ム
一戸
籍
、
除
籍
の
謄

(
抄
)
本
!
一
ム
(
外
国
人
関
係
)
婚
姻
、
離
一
員
一
同
ム
二
百
円
神
一戸
一
高
校
生
一
動
機
の
必
要
な
万
は
、
早
急
に
膜

一
枚
、
四
十
円

一
婚
、
養
子
縁
組
、
饗
子
離
縁
又
一
ム
五
千
円
小
松
海
運

(佐
世
保
市
一
林
課
耕
地
係
ヘ
申
し
出
て
く
だ
さ

ム
胃
籍
も
し
く
は
除
籍
の
謄
(抄
)
一
は
認
知
等
の
届
出
受
理
証
明
智
一
)
ム
五
千
円
京
都
智
思
院
ム
二
万一

い。

(発
動
機
の
馬
力
敬
、
冊
目
熱

本
の
記
載
事
項
距
明
:
一
件
、
一
・
:
一
件
、
四
百
円

一円
彼
杵
町
長
ム
十
万
円
神
戸
市
長
一
置
を
報
告
の
と
と
。
)

四
十
円

(市
民
課
)
一
ム
十
万
円
新
城
漁
協
ム
一
万
円
門
一

(艶
林
課
)

住
宅
復
旧
費
金

を
貸
付
け
ま
す

O 

謹
ん
て
お
悔
み
市
上
げ
ま
す

〔
水
害
遭

難
者
氏
名
一
一



。
と
し
た
。

法
袈
の
裏
は
現
在
も
黒
丸
郷
宇

堀
池
に
残
っ
て
お
り
、
毎
年
供

養
を
わ
っ
て
い
る。

一
説
に
は
殿
様
ガ
敗
軍
の
際
、

花
能
の
中
に
身
を
ひ
そ
め
城
を

抜
け
出
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
以
来
は
や
し
、
お

rミ
』

ー主

ど

り

、

大

花

輪

か

部

活
民
に
伝

山
来
さ
沿
革

J

ん
川

!

官

唱

え

ら
れ
、
数
年
毎
に
壮
麗
な
問

ど
の
踊
り
は
四
百
余
年
前
よ
り
り
を
村
担
の
祭
礼
な
ど
に
緋
り

伝
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
由
来
広
げ
ら
れ
、
現
在
ま
で
伝
え
ら

と
し
て
は
有
馬
貫
純
に
追
わ
れ
れ
て
い
る
。

た
大
村
純
伊
が
流
浪
七
年
の
末
一
最
近
で
は
聞
恥
二
十
七
年
四
月
の

め
で
た
く
大
村
に
帰
一
市
制
十
周
年
机
典
に
上
演
さ
れ
、

郷
し
た
と
き
、
領
民
一
本
年
春
の
拡
祭
り
に
大
村
村
社
、

一
同
の
富
ひ
は
非
常

一
蹴
航
場
そ
の
他
市
内
で
豪
壮
な
踊

な
も
の
で
、
村
々
に
一
り
を
払
僻
し
た
。

は
抗
出
ハ
が
催
さ
れ
、
一

大
村
館
に
も
領
民
が
一

押
し
寄
せ
て
、
祝
賀
一

の
お
ど
り
が
次
々
に
一

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
一

そ
の
飾
郡
村
に
住
ん
一

で
し
た
中
国
地
万
の
一

浪
人
法
養
が
領
主
帰
一

郷
の
祝
賀
行
事
と
し
一

て
土
地
の
人
々
に
教
一

え
た
も
の
で
、
部
落
一

の
名
称
を
そ
の
ま
ま
一

名
づ
り
h
q

黒
丸
踊
り
一

(ニ)

の
;
無
形
文
化
財
に
指
ア

一夜
十
・
j
i
l
i
l
-
1
1
1
1
1
1
1・:ti
t
t
i
-
-
i
z

矧
濃
出
川
の
品
協
り

H

市
内
竹
松
黒
丸
郷
で
保
存
し
て
い
一

る
郷
土
芸
能
。
黒
丸
踊
り
。
は
市

教
育
委
畏
会
か
ら
一県
ヘ
無
形
文
化

財
と
し
て
指
定
の
申
請
を
し
て
い

た
が
、
七
月
二
日
県
教
育
委
員
会

で
審
査
の
結
果
決
定
し
た
。

無
形
文
化
財
は
大
村
市
で
は
初

め
て
の
も
の
で
あ
る
。

(第146号)

で
黒
丸
岡
保
存
会
(
代
表
者
土

本
嘉
次
郎
氏
)
を
結
成
、
保
存

に
努
め
て
い
る
。

りよ?ゴ政市

写
真
は
h
q

黒
丸
踊
り
h
q

大村

踊
り
の
大
要

最
初
大
陸
摩
と
呼
ん
だ
た
め
、

大
嘗
な
旗
の
ぼ
り
(
二
人
〉
に

は
「
大
配
時
中
間
部
丸
岡
り
」
と
配

し
て
あ
る
。

服
装
は
紺
の
ハ
ツ
ピ
に
鉢
巻
、

手
掛
、
き
や
は
ん
に
草
粧
ば
き

は
や
し
手
は
編
笠
を
か
む
る。

普
通
花
輪
凶
人
、
織
二
人
、
笛

二
人
、
地
太
鼓
二
人
、
三
味
線

二
人
、
錨
二
人
、
鼓
二
人
と
賑

や
か
な
は
や
し
に
合
せ
て
重
さ

米
一
俵
と
い
わ
れ
る
直
径
十
米

一

近
い
大
花
輸
を
打
ち
娠
り
な
が

一

ら
練
り
歩
く
そ
の
様
は
実
に
勇
一

壮
で
あ
る
。

一

お
ど
り
子
は
普
通
八
人
の
少
年
一

で
古
来
よ
り
伝
わ
る
敵
、
調
子

一

に
合
せ
て
踊
る
様
は
可
憐
で
あ

一

る

。

一

古
来
よ
り
幸
福
を
招
く
も
の
と
し
一

て
家
々
め
刊
に
迎
え
る
と
と
も
に

一

大
花
輪
の
下
に
出
入
し
て
幸
福
を

~

願
う
風
習
が
あ
る
。

一

h
凶

司
円

一

両刊吋

一一一一
HH

一

入

羽

一

今
年
よ
り
し
て
み
ろ
く
年
、
金
一

の
斗
か
き
に
黄
金
ま
す

一

日
銀
俵
に
米
は
か
る

御
所
に
ま
い
り
て
御
門
在
見
れ

ば
、
白
銀
御
門
に
前
金
の
一廓

や
ら
見
事
、
や
ら
見
事

ト

唄

曇
ら
ば
曇
れ
か
し
ま
崎
、
晴
れ

た
と
て
く
し
き
か
見
ゆ
る
で
な

し十
四
五
六
は
授
頃
よ
し
、
栴
の

木
の
下
の
下
り
し
校
を
枕
に

三
味
線
お
ど
り

そ
な
た
思
え
ば
身
が
細
る

三
味
線
の
糸
よ
り
身
が
細
る

様
は
源
家
の
白
木
の
弓
よ

ソ
レ
サ
ン
サ
エ
1

強
り
が
強
く
て
放
さ
れ
ぬ

ソ
レ
ザ
ン
サ
エ

l

そ
な
た
思
い
て
身
が
細
る

三
味
線
の
糸
よ
り
身
が
細
る

勺葬ぷ……
一一主制募
集

u
m
x
M山

m
)以
内
、
縦
横
自

由。③

呼
び
か
け
の
一一日
誌
な
と
の

文
字
を
挿
入
す
る
の
は
自
由
。

向
応
募
作
U
品
の
裏
町
に
応
持
者

の
任
所
、
氏
名
、
年
令
、
臓
業

を
イ
ン
ク
ま
た
は
盤
で
官
く
と

と
ム

締

切

昭

和

三

十

二
年
九

月
十
五
日
(
当
日
付
消
印
は
有

効
)

ム

宛

先

最
寄
り
の
日
本
銀
行
本
支
臣
、

事
務
所
。

ム

授

賞

特

選

一

O
点

各
三
万
円
佳
作
一
ニ

O
点

各
五
千
円

ム
発

表

昭

和

一ニ
十

二
年

十
月
十
七
日

(
貯
蓄
の
日
)

東
京
で
間
前
す
る
入
抗
作
品

の
展
一一公
安
信
も
っ
て
発
表
に

か
え
る
ほ
か
、
入
計
者
に
は

桐
別
に
通
知
。

ム

主
催
貯
蓄
地
強
巾
央
委
員

会
、
地
方
貯
蔀
惟
進
委
員
会

ム

後

媛

大

蔵

省

・
日
本
銀
行

「
わ
ず

家

の

家
計
簿
」
体
験
談

ム
内

容

内
容
は
自
由
で
す

次
の
と
お
り
ポ
ス
タ
ー
作
品
な
ら

び
に
家
計
得
体
験
談
を
葉
信
摂
し
て

い
ま
す
の
で
、
替
っ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い

貯
蓄
ボ
ス
タ

い
く
ら
し
の
建
設
に
、
ま
た
日

本
経
済
の
順
調
な
繁
栄
に
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
現
わ
し
た
も

の。
ム

条

件

①
応
募
作
ぱ
品
は
創
作
に
し
て

未
発
表
の
も
の
。
応
募
点
数
は

制
限
な
し
。

②

大

き

さ
は

B
版
半
開

(

吠
被 害規模 ...m ~ ~ [111 

|被害種別 |被害見積額
被 害 種別 ー ー 一二二:...1一一一一一ー一」一一

千円
者

明

傷

(涜失を含む) 1 

般若 | 引J:.l? I 
住 1 1一了一 一一一 ー一一一一l一一 一一一一一一「一一一一一一一一一一

家|涯 | 球 上 1.807ァ i 45.mク

17.1< I床 下 8.529ク 42.645ク

非| 全 壊 68棟 29.240ク

住 |半 壊
家| ー 。部 五、

玄同「古 立 |一一 5?-1 7.963? 

共 |壊 !私 立

屋 |議 | 二一二自 一¥:亙 二 亘 1=-13Bti-1二三主E
i駅 地 崩?
家財 ・備品 ・そ の

流 失 i 埋設 崩 壊

畑流 失埋没崩 壊 20タ 8(JO-?¥

田畑冠水 1.600町 I(回1000町歩1、
1¥畑 600 " ) 

農|三 i 一長 一三長 一一支一一一言|一一一両五-I~十一8!5.980 ク

地 Illz.[甘 し よ 719町 11 37.477ク 1¥
山 |作 i果 樹 7ク |j 700ク

[ _.. iそ 葉 120町 6.000ク l'

刷物|その 他農作物 95町 IL- 3.000ク

農 道 150ケ所30.000米 1¥ 9.000ク

林 道 116ケ所1.907米 1¥ 120ク

農 道 橋 130ケ所 150ク 1'. 4.bOUタ

童 橋

山 林 崩 壊

林際物その他 11・材関 係

間池71<.路升ニせき堤とうその他施設

家 YTJ (牛.I除. ~(=.)托亡

|道j 県

路! 市 I 146ケ所

橋| 県 I6 タ 4.815ク

梁| 市 156 ク 47.518タ
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河| 県 I 4ケ所 245.842千円

)111____ 市 1 16 ? ___1 220. 

県

市

悔 1

-竺i一 一一 一 一 一一一一一一 一一
都宮H 県 | 
市酷iI 市 | 排ホ路 8ケ所 9.000ク

木 1:一 ー|一一一一一一一一一 一一一一一| 一|一一 一一一 “
港!ふ 県 |調査中

間 1. 市 |
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i地 す ぺ り 1 7ケ所 | 
が け 〈 ず れ [-J40 ク | 

疏[ 1.魚、 船 5隻 270" 

船|失|ー般船柏 1 -

水 1 -. ， ~ -ï一一 一一一 一ー一| ート
l沈1漁 船 1隻
投 | 一般船舶

産|舶i-}万一万 一一一一-fi--I 隻 |一一一一市 7

Iml一 般 船 舶 | 調 査 中
船 1--;一一一一 一一ー一一一一十一一 一一一一--，一一一一一一一一
17k 1 養殖場 (翻物を合的 16問 320'" 

|加工場網その他施設 120ク 225" 
舶 I'1魚 l| 具

産 |加 工品その山竺品 | 一三00個-l- !??夕
刊 l 工 業 52件

主l 商業(設備尚品自転車叫 447"

等 サ ービ ス紫 ( 慌 館)

12時現在況
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司
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且
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3タ

25ク

101タ

12.800タ

6.250ク

17.600ク

昭32.8.3

19名

7名

昭 和 32年 8月5日

室

不

被

方

壊

部

全

半

大 村市

死

行

重

人

住

，， 102ケ所 |家屋 2.040ク、.900件 |浸水の部K計上

175.840!l-， 259.5町困

ム
課

題

雪作
蓄
カ4
1拘
る

ロ
ロロ

作

物

ん
y

h

y

d

q

タ

‘

5

4

0

1
ι
 

口び

n
u
n
L
n
o
'

4

3
7

2句

.

.

 

、

3
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¥
 

戸

h
J
V
¥

H
A
 

、
¥

、‘‘町
也、、
、

10.571ク

、、、

ー

溜池158ケ所

23頭

調査中

、
引
U
A

L

引
U
剥三正

FlI 

ク

調査中
ク

。
ど
う
い
う
動
機
で
、
い
つ
一

ム
宛
先
最
寄
り
の
日
木
山
主

情
」
を
贈
明

、先
、
指
導
監
一
瞥
す
る
人
の
有
無
な

か
ら
家
計
仰
を
つ
け
始
め
た
か
一
協
会
本
部
、
同
地
万
放
岳
町

一ム

発

表

昭

和

一一
一十
二
年
十

一ど
を
締
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

O

ど
ん
な
家
計
制
御
そ
使
っ
て一

一

一

ヨ
コ
イ
日

一キ
ャ
ン
プ
、
旅
行
と
い
っ
て
家
出

一

も
し
く
は
日
本
銀
わ
本
文
山

一

I

J
l
e
-

一

い
る
P
。

一

一

N
I
K
「
ラ
、ン
才

家
庭
欄
」

一を
し
た
り、

思
い
仲
間
と
同
宿
し

o
F家
の

牧

入

と

支

出

一

裏

所

。

一

な

ら
び
に
「
婦
人
の
時
間
」

の
一
て
不
純
な
ぎ
に
ふ
け
っ
て
い
る

貯
帯
、
な
お
農
漁
家
、
商
家
そ

一

(
封
筒
の
表
に
「
応
野
原
稿

一

放
送
に
よ
り
発
表
す
る
ほ
か
、
一と
も
ζ
あ
り
ま
す
。

の
他
事
業
を
営
む
家
庭
で
は
家
一
在
中
」
と
書
く

乙

と

)

一

特
選
者
を
東
京
に
招
い
て
発
表
一
川
、
も
し
子
供
た
ち
の
行
動
で
気

計
と
事
業
会
計
と
を
ど
の
よ
う
一

ム
授

賞

特

選

三
編
各
一

万
円

一

を
開
催
す
る
。

一
に
か
か
る
乙
と
が
あ
っ
た
り
、
家

じ
区
分
し
て
い
る
か
と
い
う
乙
一
佳
作
五

O
編
各
三
千
円
な
お
一
ム

主

催
日
本
放
送
協
会

一
出
を
し
た
り
、
非
行
が
わ
か
っ
た

と

。

一

応

募

者

に

も

れ

な

く

貯

蓄

増

強

一

貯

蓄

用

強

中

央

委

員

会

一

と

き

は

早

く

派

出

所

、
駐
在
所
、

O

家
計
符
を
つ
け
始
め
た
こ
一
巾
央
委
員
会
か
ら
昭
和
三
十
三
一
地
万
貯
蓄
推
進
委
員
会
一
本
暑
の
少
年
相
談
所
に
連
絡
ま
た

と
に
よ
っ
て
家
計
や
生
活
が
改
一
i

l

l

i

l

i

-

-

-

-

-

-

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!
一
は
相
談
し
て
大
事
に
な
ら
な
い
よ

マ

れ

ド

つ

げ

て

最

も

苦

一

友

に

ち

り
、

遊

ぴ

に

注

意

一
向
に
れ
町
町
山
内
十
、

川、

心
し
た
乙
と

。

一

・

・

一

堤

で

の

水

祢

、

魚

釣

り

は

万

一

一

蹴

古

本
文
は
、
一
、
五

O

O
宇

一

子

供

を

正

し

く

育

て

ま

し

ょ

う

一
れ
た
場
合
な
ど
、
事
故
が
起
っ
た

芝
o

一

一

と

き

応
急
措
置
が
で
き
な
い
の
で

合

利
引
の
ほ
か
に
少
く
と
も

一
一

向

持

可

能

自

問

U
M
d組
問

民

自

主

彼

自

白

区

辞

間

1

カ
月
分
の
予
鉢
と
実
績
が
わ
一
た
ち
が
今
ま
で
の
規
則
正
し
い
緊

一な
遊
ひ
を
し
て
い
る
か
、
ど
ん
な
一
無
附
で
行
か
な

い
よ
う
に
し
つ
貯

か
る
雲
添
え
る

こ
と
。
一
張
し
た
通
学
ゃ
、
勉
強
か
ら
一
時
玄
を
読
み
、
ど
ん
な
映
画
や
集
会
了
し
く
だ
さ
い。

ム
M

原
杭
に
は
住
明
、
氏
名
、

職
一
に
解
放
さ
れ
る
た
め
に
心
が
ゆ
る

一に
特
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
か
に
一

k
k

業
の
ほ
か
、

家
主
同
じ
く
み
勝
ち
に
な
り
手
。

一注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Z

N

M

U
抗

日

制

匂

れ

す
る
版
族
の
年
令
、
職
選

一
加
え
て
花
火
大
会
、
お
盆
な
と
で
一
家
院
内
で
は
む
や
み
に
き
び
し
く
一
7
て

(護

措

置

)
く
れ
得
る
人

沼
市
況
な
ど
を
付
記
す
る
一
夜
ふ
か
し
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
す
る
の
も
考
え
も
の
で
、
子
供
心
一
と
守
よ
う
に
し
、
絶
対

一
人
で

と
れ
は
本
文
字
数
に
か
ぞ

一回

日

閥

均

ぷ

日

即

日

一
M
M
U
M指
針
初
日
村
山
一
川
市
な
い
よ
う
指
導
す
る
乙
と
で

え
な
い
。

一犯
し
た
り
、
不
良
化
す
る
乙
と
も

一し

た

い

も

の

で

す

。

一

一

5

古
入
常
続
発
表
の
場
合
に
は
、
一
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
一
伸
子
供
長
一

ゴ
ン
こ
り
キ
ヤ
ン
一
ま
た
危
険
だ
か

Eば
か
り
い
っ

御
霊
に
よ
り
匿
名
と
す
る
一
少
年
た
ち
を
乙
の
よ
-
つ
な
環
境
か
一
ブ
に
行
つ

U
Pふ
合
、
そ
の
一
軒
町
即
時
山
れ
ほ

Muh

せ
て
自
信
を
も
っ
て
水
泳
が
で
き

る
ま
で
に
進
め
て
行
く
と
と
が
大

で
あ
り
ま
す。

(大
村
密
集
署
)
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未
登
録
の
刀
剣

は
寸
ぐ
警
察
へ

終
戦
当
時
い
ん
と
く
し
て
い
た
軍

刀
や
先
制
伝
来
の
宝
刀
を
、
物
置

や
倉
庫
の
中
か
ら
発
見
し
た
場
合

は
、
現
臼
聞
を
添
え
て
、
最
寄
り
の

鞍
祭
器
や
駐
在
所
、
派
出
所
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
用
紙
を
準
備
し、

届
出
の

あ
っ
た
分
は
欝
察
で
登
録
の
手
続

を
し
て
差
上
げ
る
も
の
で
、
届
け

た
も
の
を
処
討
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

(大
村
普
察
署
)

市
政
懇
談
会
は

延
期
し
ま
す


